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コロナウイルスの影響で一昨年日本中の学校が一斉休校になった際の休校明けに，船橋市立法典

西小学校の岩城節臣先生が実践されたという「サークルおに」（※１，２）を，今年度は高瀬小学

校でも実践することにしました。岩城先生に直接問い合わせたところ，気持ちよく教えてくださり

効率的に授業準備をすることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この「サークルおに」は感染症対策の運動というだけではなく，遊び感覚の中で体力を高めるこ

とができます。具体的には，追いかける，逃げる時の「瞬発力」や，ライン上を走る，方向変換す

る，フェイントをかけるなどの「巧緻性」。運動，休憩を繰り返し自然に高まる「全身持久力」な

ど，多くの体力要素が高まります。 

今回の「サークルおに」の実践を

まとめたものを（株）ロイロに提出

しました。実践の詳細を知りたい

方はこちらをご覧ください。 

 

 



本校グランドは水捌けがよい反面硬くなりやすく，「サークルおに」にとっては滑りやすいとい

うことも明らかになりました。そのためグランドの状態によっては，早朝からグランドの水撒きを

して子どもたちのケガの防止に心掛けてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また雨天時は室内でも実施できるよう，体育館はラインテープを貼るなどして９面準備しました。 

バスケット用に引かれていたセンターサークルのラインはそのまま活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践を通して，子どもたちは鬼遊びが好きなのだと改めて感じたところです。 
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